
保健指導の事例（効果等）について

○株式会社 ３件

○財団法人 ４件

付属資料６

第3回保険者による健診・保健指導の円滑な実施方策に関する検討会 資料(3)
（厚生労働省健康局総務課保健指導室）



○対象者：基本健康診査要指導者
○特 徴：個別と集団を組み合わせた保健指導

・個別面談：計３～６回（初回６０分、２回目以降は３０分）
・集団指導：計１～６回（１２０分～６０分）

○期 間：６ヶ月
○実施者：保健師等の有資格者で独自の教育カリキュラムにより育成された者

株式会社Ｍ

積極的支援
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株式会社Y

動機づけ支援

〔動機づけ支援〕

○対象者：健診後要注意者
（健保組合でピックアップ）
※選定方法は個々の委託元で異なる

○特 徴：個人毎に記録表を作成し、健康維持のために
経過を追っている

○内 容：個別面接による事後指導
（健診結果に基づく健康指導）
・生活食事指導
・運動指導
・疾患の内容と生活上の注意点 等
・媒体：リーフレット（汎用版）を配布
（保険者からの依頼による）

○面 接：20～30分

○回 数：年１回（健診１，２ヵ月後）

積極的支援

〔積極的支援〕

○対象者：健診結果におけるBMI２５以上の要注意者
（健保組合でピックアップ）
※選定方法は個々の委託元で異なる

○特 徴：個人毎に記録表を作成し、健康維持のために
経過を追っている

○内 容：個別面接による事後指導
（健診結果に基づく健康指導）
・BMIに関する指導
・生活食事指導
・運動指導
・疾患の内容と生活上の注意点 等
・媒体：リーフレット（汎用版）を配布
（保険者からの依頼による）

○面 接：20～30分

○回 数：年２～３回
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○対象者：希望者
○特 徴：運動施設を中心とした保健指導

・個別指導（週３回 １回約６０分）
・オリジナル健康食（朝食・夕食）

○期 間：６週間（オリジナル健康食（２週間分）はオプション）
○実施者：当該企業の一定研修を終了した者

積極的支援

【スポーツクラブによる生活習慣病予防プログラム】

プログラム
作成

○スポーツクラブでの個別指導
（１回６０分 週３回）

○日常の身体活動量の確認(歩数計)

2週間
オリジナル
健康食

自己採血
キット

運
動

栄
養

○身体活動量のデータ蓄積
評
価

６週間

株式会社K
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○対象者：希望者
○特 徴：１日実践型の保健指導
○期 間：１日（７時間）
○実施者：医師、保健師、健康運動指導士等

財団法人Ａ

〔プログラムの流れ〕

10：00～11：00 健康度評価Ｂコース・測定

血圧、身長、体重、肥満度、血液検査、尿検査、メディカルチェック（安静・

負荷心電図等）、

生活習慣チェック（食習慣、ストレス）、体力チェック（長座体前屈）

11：00～12：00 講義 「生活習慣病予防のための運動」、「生活習慣病について」

12：00～13：00 実技・実習 「バランス弁当試食」

13：00～15：00 実技・実習 運動プログラム（エアロビックダンス、アクアエクササイズ）

15：00～16：00 健康度評価結果説明

（ 終了後 希望者のみ個別指導 ）
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動機づけ支援



○対象者：基本健康診査要指導者等
○特 徴：個別面接による保健指導 個別面接５回（初回１２０分、２回目以降３０～６０分）
○期 間：６ヶ月
○実施者：保健師、管理栄養士等

財団法人Ｈ

積極的支援
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分
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○対象者：基本健康診査要指導者
○特 徴：個別面接中心と電話相談中心の２種類のプログラムによる保健指導

①個別健康支援プログラム（電話訪問支援）電話相談５回（１回２０～３０分）、個別面接２回
②個別健康支援プログラム 個別面接５回（初回６０分、２回目以降３０分）
③集団指導 ３回（１回９０分）（①と②の対象者に参加勧奨実施）

○期 間：６ヶ月
○実施者：保健師、管理栄養士等

積極的支援
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１カ月 ２カ月 ３カ月 ４カ月 ５カ月

12名 １ヵ月 ２ヵ月 3カ月 4ヵ月 ５ヵ月

・保健 ・保健 ・保健 　　・保健
・栄養 ・栄養 　　・栄養
・運動 ・運動 　　・運動

(個別の運動プログラム） 　　・結果返し

交
流
会
自
主
化
と
り
く
み
強
化欠

席
者

アセスメント調査
　　　　　　　60分

・尿検査

・アンケート実施

・栄養調査

・生活状況調査

・プロフィール調査
基
本
健
康
診
査

対象：４０～６４歳
　国保被保険者

要指導域
　
　第Ⅰ群

　第Ⅱ群

　第Ⅲ群

※抽出条件
　別紙1・2・3による

ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
教
室
勧
奨

・栄養調査

・生活状況調査

・プロフィール調
査

　集団指導①
　　　医学編
　９月２７日(水）
　「メタボリックシンド
ロームとは？」
　　　　　　　　　　90分

　集団指導②
　　運動編
　10月２６日（木）
　「筋肉は落とさず
脂肪は落とす」
　　　　　　　90分

　集団指導③´
　１月２６日（金）
バイキング体験
　対象者のみ

　　　　　　　　　90分

　集団指導③
　　　食事編
　１２月２１日（木）
　「食事バランスガ
イドを使ったバラン
ス食とは？」　90分

支援レター 支援レター

月１回　健康相談の利用　市内各保健センター（５ヵ所）

個　別　健　康　支　援　プログラム（実施者：保健師、管理栄養士）

参加

不参加

目標を設定した18名
のフォロー

積極的支援
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血
液
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健
康
相
談

　
電
話
相
談

個　別　健　康　支　援　プログラム（電話訪問支援）（実施者：保健師）

集団指導①から③について参加勧奨実施

（
目
標
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）
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別
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談

出
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機
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け
支
援

１ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月

・
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布

・
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結
果
説
明
会

・
メ
タ
ボ
啓
発
パ
ン
フ

・
結
果
説
明
会
の
案
内

グループ選択　
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・
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終
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郵送による案内通知
および℡訪問

動機づけ支援

ス
テ

ッ
プ
ア

ッ
プ
教
室

１ヶ月 ２ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月 ５ヶ月

・保健
・栄養
・運動

（個別の運動プログラム）

　初回個別相談

　調査結果説明
　　　　　　　60分

・保健相談

・食生活相談

・目標設定
・保健
・栄養
・運動

・保健 ・保健
・栄養
・運動
・結果返し

・集団健康教室の案内
・健康相談の紹介
・インフォーマルサービス紹介

１２名

電話・健康相談は
　　　　1回あたり10～20分

個別相談は
　　　　1回あたり30分程度

集団指導①から③について参加勧奨実施

個別健康支援プログラムより参加勧奨実施

財団法人Ｓー１



○対象者：基本健康診査要指導者
○特 徴：集団指導を中心とした保健指導

・グループワーク５回、１回あたり６０分
・個別相談 １回、２０～３０分

○期 間：３ヶ月
○実施者：医師、保健師、管理栄養士等財団法人Ｓー２

積極的支援
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期間 実施時間 実施者

１か月前 開催通知の個別発送
○食事生活調査①、生活習慣実態調査を同封

１日目 ①集団指導 １５０分 ○保健師
○体力測定及び健康チェック ○管理栄養士
○グループワーク ６０分 ○健康運動指導士
　『なりたい姿』（目標設定）
○自己管理シート、歩数計等の説明

②集団指導 １５０分 ○医師
○健康度チェック（身長、体重、体脂肪率、血圧） ○保健師
○運動実技 １０～２０分 ○管理栄養士
○講演「メタボリックシンドロームとは」 ４０分 ○健康運動指導士
○グループワーク（目標設定等） ５０～６０分

１か月目 ③集団指導 １５０分 「①集団指導」と同様
○健康度チェックと運動実技
○運動実技
○講演「生活習慣病予防のための食生活」 ４０分

○グループワーク（食事調査の結果と振り返り等） ５０～６０分

○食事調査②

④集団指導 １５０分 「①集団指導」と同様
○健康度チェック
○講演と実践 ６０分

　「生活習慣病予防のための運動習慣」
○グループワーク（講義の感想と次回までの目標） ６０分

２か月目 ⑤個別相談 ２０～３０分 ○保健師
○目標の確認と次回までの目標 ○管理栄養士
○食事生活調査結果の振り返り

２．５か月目 ⑥集団指導 １５０分 ○保健師
○健康度チェック ○管理栄養士
○血液検査、体力チェック ○臨床検査技師
○グループワーク「教室の振り返り」 ５０～６０分 ○健康運動指導士
○運動実技

３か月目 ⑦支援レター

内容


